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１．はじめに 

 高架橋等の構造物上を走行する列車等から発生する振動が、構造物を通じ地盤に伝播し地盤振動の問題を発

生させる場合がある。このような地盤振動への対策のひとつとして、地中防振壁（以下防振壁と記す）を設置

する方法が知られている１）。今回、防振壁を設置した場合の振動低減効果の平面的分布について実験により確

認したのでその結果を報告する。 

２．実験概要 

 土槽内の模擬地盤の表面上に起振器と加速度センサーを配置し、起振器からの振動伝播性状の確認をおこな

った。図１に起振機および加速度センサーの配置、試験ケースを示す。試験パラメータは防振壁の有無である。

以下に実験に用いた器具、材料の概要を示す。 

・土槽 

 使用した土槽の底面と側面には外来ノイ

ズや壁面反射波の影響を可能な限り少なく

するため、緩衝材としてエアクッション（土

槽側面のみ）とスタイロフォーム（土槽底面

と側面）を取り付けた。緩衝材取り付け後の

土槽の内法は幅1.645m長さ 2.728m高さ 1.5m

である。 

・模擬地盤 

 模擬地盤は土槽内に高さが 1.25ｍとなる

ように作成した。材料には気乾状態の小名浜

砂を用い、相対密度 60％を目標としてホッパ

ーを用いた空中落下法により作成した。 

・防振壁 

 防振壁の材質は模擬地盤に対するインピ

ーダンス比を大きくすることを考慮し真鍮

とした。 

・起振器、入力波形 

 起振器は模擬地盤上に設置した基礎模型

上に固定した。図２にその状況を示す。また、

基礎模型上に入力確認用の加速度センサー

を取り付けている。加振は鉛直方向に 126Hz

（実物で 4Hz相当）の正弦波の振動を付与し

た。 
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図１ 実験機器配置平面図（単位 mm） 

図２ 基礎模型、起振器、加速度センサ

ー 
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・加速度センサー 

加速度センサーはリオン㈱製の圧電型加速度ピックアップである PV93または PV87を使用した。これらの加速

度センサーの下部にスパイクを取り付け、スパイクを地盤内に挿入し設置した。測定方向は鉛直方向加速度で

ある。 

・データロガー 

サンプリング周波数を 20kHzとし 0.5秒間（10000データ）の記録を行った。記録は起振器を起動し、振動が

安定したことを確認した後に実施している。 

３．測定結果  

 測定結果は測定点における加速度の振幅について、加振点で

ある基礎模型上に設置した加速度の振幅で除した振幅比とし

て整理した。図３～４に結果を示す。図中、防振壁に対し平行

方向を Y 軸、直交方向を X 軸とし、CASE A の加振点（基礎模

型の中心位置）を基準とした軸方向の離れで、加振点および受

振点の位置を示している。 

・防振壁の設置がない場合（CASE A） 

 起振点からの距離に応じて振動が減衰しながら伝播してい

ることがわかる。 

・防振壁を設置した場合（CASE B） 

 CASE B の振幅比は CASE A に比べると、防振壁を通過した X

≧124の範囲において大きく減少している。振幅比の値が小さ

いながらも、加振点からの距離に応じて振幅比が減少する傾向

は CASE Aと同様である。 

４．考察  

 図５に振動低減率のコンター図を示す。ここで振動低減率と

は、防振壁の有無による振幅比の差を防振壁がない場合の振幅

比で除したもので、値が大きいほど振動低減効果が大きいこと

を示す。図５は起振器側から見て、防振壁の奥側（X=124～299mm）

の領域を示している。防振壁は図の範囲外の X=74mm,Y=0～430

に、加振点は X=0,Y=0に位置することとなる。また、図中の点

線は加振点から等距離の点を示している。 

全体的に加振点からの距離が離れるにつれて振動低減率が

低下する傾向が見られる。図中において振動低減率の低下の割

合は加振点からＹ軸方向（防振壁の延長方向）とＸ軸方向にお

いて小さいことがわかる。その間の領域（振動が図中斜め左下に伝播する方向）は振動の低下の割合がＸＹの

各軸方向に向かう場合に比べて大きく、振動の伝播方向に応じて変化している。 

５．まとめ 

防振壁による振動低減効果の平面分布について実験により確認した結果以下のことが明らかになった。   

・防振壁による振動低減効果は加振点から離れるにつれて小さくなる傾向がある。 

・距離に伴う振動低減効果の低下の傾向は振動の伝播方向によって異なり防振壁と平行な方向、直角な方向で

は低下割合が小さく、その間の領域では大きい。 
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図５ 振動低減率の分布 

図３ 測定結果（CASE A） 

図４ 測定結果（CASE B） 
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